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  試験について

１．試験場

帝京大学宇都宮キャンパス（P.24参照）にて試験を行います。

２．受験票

（１）試験当日は印刷した受験票を必ず持参してください。受験票がない者は受験できません。
（２）試験当日、忘れ・紛失等で手元に受験票がない場合は、本人確認書類（健康保険証、運転免許証等）を持参し、試

験場内の ｢入試相談コーナー｣ へ申し出てください。

３．試験室への入室時刻

（１）試験室の場所については、試験当日宇都宮試験場本部棟１号館１階に掲示します。
（２）試験室へは8:40より入室できます。
（３）「受験上の注意」開始時刻の10分前までに指定された試験室に入室し、机上の受験番号ラベルが受験票の受験番

号と同一であることを確認して、着席してください。

４．遅刻について

（１）指定された時間までの遅刻に限り、受験を認めます。ただし、試験時間の延長は認めません。
（２）試験当日、天候不良や事故・地震等により公共の交通機関に乱れが生じている場合でも、試験場に向かってくださ

い（その日のうちに必ず入学試験が行われるものと理解してください）。
なお、大幅な遅延が予想される場合（試験開始時刻より30分以上遅れそうな場合）は、宇都宮キャンパスへ連絡
（TEL028-627-7123）し、指示を受けてください。
主要公共交通機関（バス・車の渋滞等は除く）の乱れにより、多数の受験生が試験開始時刻に間に合わないと本学
が判断した場合のみ、試験開始時刻を遅らせることがあります。

５．受験上の注意

（１）試験当日は必ず受験票を持参してください。受験票がない者は受験できません。
（２）試験中は監督者の指示に従ってください。指示に従わない場合は失格となります。
（３）不正行為者には退室を命じ、失格とします。
（４）試験場および試験室において、他の受験生の迷惑となるような行為を禁止します。
（５）受験票は常に携帯してください。
（６）机上に置けるものは受験票・鉛筆（和歌・格言等が印刷されているものは不可）・シャープペンシル・消しゴム・

時計（時計機能だけのもの）・眼鏡です。これ以外の所持品を置くことは認めません。
（７）筆記用具・腕時計の貸借は一切禁止します。忘れずに持参してください。
（８）定規・コンパス・翻訳機・計算機は使用できません。但し、本学から貸出しをする関数電卓を除きます。
（９）マスク（無地）を着用してください。ハンカチ・ティッシュペーパー・ひざ掛け・目薬等の使用を希望するものは

監督者に申し出て、その指示に従ってください。
（10）「耳栓」は監督者の指示等が聞き取れないことがありますので使用できません。
（11）試験に必要のないものは、かばん等に入れて椅子の下に置いてください。
（12）携帯電話・スマートフォン・PHS・音楽プレーヤー等電子機器は必ずアラームを解除し、電源を切ってかばん等

に入れてください。これらを時計として使用することはできません。試験時間中に携帯電話を身につけていること
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がわかった場合、失格となります。なお、試験時間中にかばん等の中で携帯電話の着信音やマナーモードの振動音
が発生した場合には、監督者が本人の了解を得ずにかばん等を試験室外に持ち出し、試験本部で保管する場合があ
ります。

（13）試験時間内の答案提出、退出は認めません。試験中の発病等やむを得ない場合は、手を挙げて監督者の指示に、従
ってください。ただし、一時退室が認められた場合でも試験室以外での受験はできません。また、一時退室した場
合の試験時間の延長は認めません。

（14）試験時間中に日常的な生活騒音等（監督者の巡回による足音・監督業務上必要な打合せなど、自動車・風雨・空調
の音など、周囲の受験者の咳・くしゃみ・鼻をすする音など、携帯電話や時計等の短時間の鳴動、照明の点滅、周
囲の建物のチャイム音・周囲の工事音など）が発生した場合でも救済措置は行いません。

（15）試験終了後、忘れ物が無いか確認してから退出してください。
（16）試験室は全て禁煙となります。喫煙は指定された場所でお願いします。

６．昼食

予め各自で用意してください。

７．学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症に関する注意事項

　試験当日、学校保健安全法で出席停止が定められている感染症（インフルエンザ、麻疹、水ぼうそう等）に罹患し、
治癒していない場合は、他の受験生や監督者等への感染のおそれがありますので、受験をご遠慮願います。ただし、病
状により医師において伝染のおそれがないと認められた場合は、この限りではありません。
　なお、上記により受験をご遠慮いただいた場合でも、追試験等の特別措置および入学検定料の返還は行いません。試
験当日の体調管理については、十分に注意してください。

８．新型コロナウイルス感染症に関する注意事項

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、以下の注意事項にご協力ください。

（1）発熱・咳等の症状がある受験生はあらかじめ医療機関を受診してください。
（2）症状の有無にかかわらず、各自マスク（無地のもの）を持参し、試験場内では、本人確認時および昼食時以外は常

に着用してください。休憩時間や昼食時等における他者との接触、会話を極力控えてください。また、マスクは試
験場内では廃棄できません。

（3）感染拡大を防止するため、昼食時に発生したゴミやティッシュ等は各自で持ち帰ってください。
（4）手洗い・手指の消毒等のご協力をお願いします。
（5）試験当日、試験室の窓を開放し、換気を行うため、上着などの暖かい服装を持参してください。
（6）試験終了後は寄り道などはせず、なるべくまっすぐ帰宅をし、帰宅後は手や顔を洗うようにしてください。
（7）新型コロナウイルス感染症が発生した場合、濃厚接触者の特定を行うため、保健所等に受験者のリストを共有する

場合があります。


